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今月の

（撮影 後藤京子）

あっきーテックサポートの鈴木章裕さんと、
鈴木さんが作ったアプリで学習する三野梨緒さん

詳細は次の
ページから



　

―
ど
う
し
た
ら
子
ど
も
た
ち
の
「
主

体
的
」
な
活
動
を
引
き
出
せ
る
か
。
そ

こ
を
一
番
大
切
に
し
た
い
で
す
。

　

そ
う
語
る
の
は
「
あ
っ
き
ー
テ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
」
の
鈴
木
章
裕
さ
ん
。
２
０

１
１
年
か
ら
横
浜
市
立
特
別
支
援
学
校

の
教
員
と
し
て
勤
め
た
後
、
２
０
２
３

年
に
開
業
し
、
現
在
は
特
別
支
援
教
育

に
関
す
る
ア
プ
リ
開
発
や
、
教
育
現
場

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

原
点
は
、
教
員
一
年
目
の 

経
験
か
ら

　

活
動
の
原
点
は
、
肢
体
不
自
由
の
子

ど
も
た
ち
が
通
う
特
別
支
援
学
校
の
教

員
時
代
、
新
卒
１
年
目
の
夏
休
み
中
に

初
め
て
ア
プ
リ
教
材
を
作
っ
た
経
験
に

あ
り
ま
す
。

　

当
時
に
つ
い
て
鈴
木
さ
ん
は
「
身
体

面
の
サ
ポ
ー
ト
に
不
慣
れ
で
、子
ど
も
た

ち
と
の
関
係
づ
く
り
に
悩
み
、
不
甲
斐

な
さ
を
感
じ
る
日
々
で
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
今
の
自
分
に
で

き
る
教
育
方
法
を
模
索
す
る
中
で
、
大

学
で
学
ん
だ
心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
の
〝
教
育
工
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
〟
に
基
づ
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

を
手
が
か
り
に
、
独
学
でW

indow
s

用
の
か
な
文
字
学
習
ア
プ
リ
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
材
が
校
内
外
で
高
く
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
背
中
を
押
さ
れ
、
教
員
生

活
の
傍
らiPad

用
ア
プ
リ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
ア
プ
リ
共
同
制
作
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経

験
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
教
員
を
任
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
自
作
し

た
ア
プ
リ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
責
任

を
持
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
を
よ
り
広
げ
た
い
思
い
が
重

な
り
、
独
立
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。

〝
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
〟 

ア
プ
リ
開
発

　

鈴
木
さ
ん
が
手
が
け
る
ア
プ
リ
は
、ボ

タ
ン
一
つ
で
画
面
が
切
り
替
わ
る
な
ど
、

基
本
的
な
構
造
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ

と
で
、
誰
で
も
直
感
的
に
使
い
や
す
い

設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

活
用
し
て
い
る
教
員
か
ら
は
〝
か
ゆ
い

所
に
手
が
届
く
〟
と
い
う
声
を
も
ら
う

こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

　

開
発
し
た
「
か
な
文
字
」
を
学
習
で

き
る
ア
プ
リ
で
は
「
子
ど
も
が
ど
の
よ

う
に
考
え
、
答
え
に
た
ど
り
着
い
た
か
」

を
一
つ
ず
つ
確
認
で
き
る
よ
う
、
文
字

入
力
の
操
作
手
順
を
あ
え
て
多
く
設
け

て
い
ま
す
。
既
存
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
、
子
ど
も
の
理
解
度

が
分
か
る
〝
一
工
夫
〟
は
、
教
員
と
し

て
現
場
の
声
に
寄
り
添
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

「
学
び
たい
」
を
支
え
る

「
学
び
たい
」
を
支
え
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

あ
っ
き
ー
テ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
　
鈴
木
章
裕
さ
ん

　
「
教
育
分
野
で
は
特
に
、
本
人
の
主
体

性
や
特
性
、
ご
家
族
の
思
い
、
学
校
等

の
組
織
の
制
約
と
い
っ
た
複
数
の
要
素

を
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
調

整
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
『
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
』
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
痛

感
し
て
い
ま
す
」
と
課
題
を
伝
え
ま
す
。

卒
業
後
も
途
切
れ
な
い
支
援
へ

　

現
在
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
「
訪
問
カ
レ
ッ
ジEnjoy

か
な
が

わ
」（
※
）
に
参
加
し
、
訪
問
型
の
学
習

支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
の
好
き
な
こ
と
に
応
じ
て
一
緒

に
学
び
を
楽
し
む
こ
と
を
大
事
に
し
て

い
る
こ
の
活
動
に
、
学
校
教
育
と
は
違

っ
た
意
義
を
感
じ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
学
校
現
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
卒
業
後

に
通
う
事
業
所
で
は
、
ま
だ
十
分
と
は

言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
活
動
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
広
が

っ
て
い
く
よ
う
、
導
入
の
工
夫
や
体
制

づ
く
り
も
含
め
て
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
で
す
」
と
語
る
鈴
木
さ
ん
。

　

教
員
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
「
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
と
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
と
い
う
〝
架
け
橋
〟
を
手
に
、
伴

走
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

ふくしのギャラリーふくしのギャラリー
詳細はこちら詳細はこちら

か
な
が
わ
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「かながわほっと情報」が「かながわほっと情報」が
リニューアル！リニューアル！



①鈴木さんが作成したアプリ。画面に表示される絵に対応する文字に視線でカーソル
を合わせ、一文字ずつ入力を行うことで、ひらがなの理解を確認する

②③④「訪問カレッジEnjoyかながわ」を利用する三野さん。視線入力を使い、絵に
合うひらがなを順番に選び、左足の指先でスイッチに軽く触れるだけで、クリック操
作ができる

⑤鈴木さんが活用する入力補助機器の一部。教員時代から、子どもたちが ICTを活用
できるよう自作したり市販品を組み合わせたりしている

⑥カレッジで活用するパソコン用のスタンドや機材などを運搬する鈴木さん

①

③
④

⑤

⑥

②

あっきーの教材工房
鈴木さんが作ったアプリの
詳細はこちら

Info

訪問カレッジ
Enjoyかながわ

特別支援学校等を卒業した方々の
自宅を学習支援員が訪問し、「学ぶ
ことは生きること」をテーマに生涯
学習支援を行っています。
実施：（特非）フュージョンコム
　　　�かながわ・県肢体不自由児協会

（※）
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社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会

の
役
割

　

社
会
保
障
審
議
会
は
、
社
会
保
障
制

度
全
体
に
つ
い
て
の
審
議
等
を
行
い
、

政
策
提
言
を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
の
議
論
は
将
来
の
制
度
改

正
や
施
策
展
開
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、

現
場
に
と
っ
て
重
要
な
政
策
動
向
と
な

り
ま
す
。
福
祉
部
会
で
は
、
高
齢
者
福

祉
や
地
域
福
祉
、
福
祉
人
材
な
ど
福
祉

分
野
の
基
盤
的
政
策
に
つ
い
て
、
現
場

の
課
題
や
取
り
組
み
を
踏
ま
え
な
が
ら

議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
報
告
は
、
先
だ
っ
て
開
催
さ

れ
た「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
等
の
あ
り
方
検
討
会
」
の
議

論
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
同
検

討
会
で
は
、
地
域
ご
と
の
人
口
構
造
や

社
会
資
源
の
違
い
に
着
目
す
る
「
地
域

軸
」
と
、
需
要
変
化
を
見
据
え
る
「
時

間
軸
」
の
二
つ
の
視
点
か
ら
、
地
域
の

状
況
、
特
性
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
福
祉
部
会
の
報
告
も
、
こ
れ

ら
の
視
点
を
踏
ま
え
、
地
域
福
祉
の
基

盤
と
な
る
人
材
と
支
援
体
制
の
在
り
方

を
具
体
的
に
議
論
し
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に 

つ
い
て
の
議
論

　

今
回
の
報
告
の
大
き
な
柱
の
一
つ
が
、

介
護
人
材
の
確
保
で
す
。
厚
労
省
の
推

計
で
は
、
介
護
職
員
は
２
０
２
２
年
度

時
点
で
約
２
１
５
万
人
で
す
が
、
２
０

４
０
年
度
に
は
約
２
７
２
万
人
が
必
要

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
約
５７
万

人
の
人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
処
遇
改
善
や
多

様
な
人
材
の
参
入
促
進
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
議
論
で
は
、
人
材
確
保
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
点
に

も
重
要
な
示
唆
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

厚
労
省
が
示
し
た
「
入
職
経
路
の
比

較
（
令
和
５
年
度
雇
用
動
向
調
査
）」
に

よ
れ
ば
、
福
祉
分
野
で
は
「
縁
故
」「
広

告
」「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
割
合
が
高
い

と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、

同
年
の
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
職
員
の
採
用
経
路

は
「
職
員
や
知
人
の
紹
介
」「
有
料
職
業

紹
介
所
」「
そ
の
他
」
の
割
合
が
高
い
と

い
う
結
果
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
入
職
経
路
か
ら
捉
え
る
べ
き
こ
と

は
、
今
後
の
人
材
確
保
の
持
続
可
能
性

に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
点
で

す
。
例
え
ば
、
紹
介
や
縁
故
に
依
存
し

た
採
用
は
一
定
の
効
果
を
持
つ
一
方
で
、

労
働
市
場
の
縮
小
が
進
む
中
で
は
限
界

社
会
保
障
審
議
会
福
祉
部
会
報
告
書
よ
り

神奈川県立保健福祉大学
保健福祉学部社会福祉学科

教授　鈴木俊文

こ
れ
か
ら
の
人
材
確
保
と

災
害
福
祉

　令和７年１２月１８日、厚生労働省の社会保障審議会
福祉部会は、包括的な支援体制の整備を通じた地域
共生社会のさらなる実現・深化を目的に報告書を取
りまとめました。
　本稿では、この報告書に記載されている内容から、
特に現場の関心が高い「介護人材確保」と「災害時
の福祉支援体制」に焦点を当て、どのような論点に
より何が方針として整理されたのかを解説します。

報告書
詳細
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が
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
新
た
な
人
材

流
入
経
路
の
開
拓
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
同
年
の
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
の
報
告
で
は
、
１９
人
以
下
の
小

規
模
法
人
に
お
い
て
採
用
活
動
を
行
っ

て
い
な
い
割
合
が
高
い
こ
と
な
ど
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴

か
ら
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
課
題

の
発
見
・
分
析
・
共
有
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
枠
組
み

と
し
て
、
福
祉
部
会
で
議
論
さ
れ
た
の

が
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
す
。
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
、

事
業
者
、
養
成
校
、
自
治
体
、
職
能
団

体
な
ど
が
連
携
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を

も
つ
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
理

解
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重

要
な
点
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
に
加
え
て
、
こ
こ
で
高
め
ら
れ
て

い
る
「
機
能
」
に
注
目
す
る
こ
と
で
す
。

　

具
体
的
に
取
り
上
げ
る
と
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な

人
材
確
保
の
取
り
組
み
が
創
出
・
実
行

さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
従
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

会
議
体
が
中
心
で
情
報
共
有
に
と
ど
ま

り
や
す
い
傾
向
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、

福
祉
部
会
で
扱
わ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
事
例
で
は
、
養
成
施
設
と
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
た
研
修
に
よ

り
、マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
の
一
体
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
活
動
や
、
事
業
者

と
養
成
施
設
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
現
場
目
線
で
人
材
確
保
策
を
検
討
す

る
研
究
会
の
活
動
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
共
通
す

る
こ
と
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
以
上
に
、
連
携
す
る
「
機

能
」
が
可
視
化
さ
れ
、
地
域
資
源
の
協

働
体
制
を
高
め
て
い
る
点
で
す
（ 

上
図

参
照 

）。
「
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
」
と 

「
平
時
か
ら
の
連
携
」

　

災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
も
重
要
な

柱
で
す
。
そ
の
具
体
的
な
役
割
を
担
う

人
材
と
活
動
の
組
織
化
に
お
い
て
Ｄ
Ｗ

Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
社
会

福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専

門
員
等
か
ら
成
る
チ
ー
ム
で
、
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
、
全
て

の
都
道
府
県
か
ら
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
、

避
難
所
に
お
け
る
福
祉
的
な
支
援
を
実

施
し
ま
し
た
。
神
奈
川
県
で
は
令
和
２

年
度
に
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
組
成
さ
れ
、
令
和

８
年
３
月
時
点
で
約
３
３
０
名
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
（ 

グ
ラ
フ 

）。
他
県
の

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
と
比
べ
る
と
理
学
療
法
士
等

医
療
分
野
の
登
録
員
が
多
い
こ
と
が
特

徴
で
す
。

プラットフォームについて（介護人材確保の例）

• 地域の関係者のネットワークで「プラットフォーム」を構築し、関係者間で地域の現状の共有を図るとともに、各地域や事業所
における課題を認識し、協働して課題解決に取組む。

地域の実情に応じてプロジェクトを創設
意欲のある関係者が集い、介護人材に関わる実践的な取組等を推進

職場環境の改善
生産性向上・経営支援

【取組例】
【取組例】福祉人材センターによる業務の切り出し支援

介護労働安定センターによる雇用管理改善・能力開発支援
生産性向上総合相談センターによるテクノロジー導入支援

介護事業者

介護労働安定センター
福祉人材センター 介護生産性向上

総合相談センター
介護福祉士養成施設

職能団体

介護のイメージ改善
理解促進

介護福祉士による小中高への出前講座の実施
養成施設の学生による地域づくりへの協力

介護事業者

教育委員会

都道府県・市町村

福祉人材センター

介護福祉士
養成施設

介護生産性向上
総合相談センター

介護労働安定センター

ハローワーク

事業者団体
介護事業者

地域の人材確保の責任主体
（基金事業の実施等）福祉分野の職業紹介

就職説明会
潜在介護福祉士の復職支援

介護助手の普及

人材確保対策コーナー
における介護分野の

マッチング支援

介護事業者に係る雇用管理の改善・
職場環境改善支援

テクノロジー導入等の生産性向上
に資する取組支援

中核的介護人材となる
介護福祉士の養成

他分野人材へのリカレント教育

事業者の課題発見・共有
先進事例の講師

職能団体

人材確保・定着

介護福祉士
養成施設

介護事業者 介護事業者

【取組例】
介護職員が介護福祉士養成施設のゲストスピーカーに
介護事業者が共同で採用プロジェクトを推進

福祉人材
センター

ハローワーク

第６回「2040年に向けたサービス提供
体制等のあり方」検討会

資料１より抜粋
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飛
び
出
し
24
行

　

能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
は
全
国
４７

都
道
府
県
の
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
が
組
織
的
に
派

遣
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
支
援
を

広
域
連
携
と
し
て
実
際
に
機
能
さ
せ
た

点
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
初
動
対
応
の
遅
れ
や

在
宅
避
難
者
等
へ
の
支
援
の
在
り
方
な

ど
が
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
福

祉
部
会
に
お
い
て
も
論
点
と
さ
れ
ま
し

た
。

　

災
害
時
の
福
祉
支
援
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
に
は
、
特
に
平
時
か
ら
の
災

害
福
祉
支
援
の
連
携
体
制
の
整
備
が
重

要
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
基
盤
と
し
て

の
包
括
的
支
援
体
制
の
整
備
の
在
り
方

を
検
討
す
る
う
え
で
は
「
防
災
」
と
の

連
携
を
あ
ら
ゆ
る
活
動
か
ら
捉
え
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
議
論

の
う
え
で
、
福
祉
部
会
で
は
地
方
公
共

団
体
が
作
成
す
る
地
域
福
祉
（
支
援
）

0
50
100
150
200
250
300
350

計新規登録者
R７R６R５R４R３R２
（年度）

（人）

神奈川県ＤＷＡＴチーム員数の
年次推移（R8.3.31時点330名）

計
画
の
記
載
事
項
に
災
害
福
祉
に
関
す

る
事
項
を
追
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
結
論
づ
け
た
点
は
注
目
す
る
べ
き

点
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
神
奈
川
県
で
は
令

和
７
年
４
月
に
、
県
福
祉
子
ど
も
み
ら

い
局
福
祉
部
地
域
福
祉
課
内
に
「
災
害

福
祉
グ
ル
ー
プ
」
を
新
設
し
、
災
害
福

祉
支
援
を
専
門
的
に
担
う
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
福
祉

支
援
を
平
時
か
ら
の
連
携
に
よ
り
計
画

的
に
取
り
組
む
政
策
領
域
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
点
で
重
要
か
つ
先
駆
的
な

動
き
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
と
め

　

今
回
焦
点
を
当
て
た
介
護
人
材
確
保

と
災
害
福
祉
支
援
は
、
同
一
の
地
域
福

祉
基
盤
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、

地
域
の
人
材
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
厚
み

が
、
平
時
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
災
害
対

応
の
双
方
を
支
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
福
祉
課
題

は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
ま
す
が
、
地
域

の
資
源
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
を
強
化
し
、
共
に
地
域
を
創
り
上

げ
る
活
動
を
高
め
て
い
く
連
携
推
進
の

在
り
方
（
創
意
工
夫
）
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　社会保障審議会福祉部会報告書は、
２０４０年という明確な時間軸を示しな
がら、地域共生社会のさらなる深化
と福祉提供体制の再構築の方向性を
提示しました。
　私は、職能団体の代表ではなく、
一人の担い手として、そして２０４０年も
現場に立つ現役世代の委員として議
論に参加しました。
　まず、２０４０年に向けた最大の課題
は、人口構造の急激な変化です。高
齢者人口はピークを迎える一方で、
生産年齢人口は大きく減少します。
単身世帯の増加、とりわけ高齢単身
世帯の増加は、これまで家族が担っ
てきた役割を社会がどのように支え
るのか、という問いを突きつけていま
す。単に高齢者が増えるという問題
ではなく、支える担い手が減り、家族
機能が弱まり、複合的課題を抱える
人の増加が危惧される、まさに社会
課題の構造的転換点でもあります。

る。 全 国 で５５０の
基礎自治体では人
口が半分になるが、
その状況の中で家族介護者、ヤング
ケアラー等が人生を諦めることがな
いように、現場に根差した地域福祉
のグランドデザインを構築する必要
がある」と。
　明日を生きる若者たちに希望のあ
る未来を語っていくことが重要である
と思います。
　さらに私たち社会福祉事業者が肝
に銘じねばならないことは、誰かの
犠牲の上に成り立つ社会を作らない
ことであると思います。時代の変化
に対応しつつ、支援を必要とする対
象者およびご家族が、困難に直面し
ながらも、宿命に泣くのではなく、顔
を上げ前を向いて、暮らしていくこと
ができるよう、常に傍らにいて伴走す
ることが私たちの使命であると確信し
ています。

　また、県内では、真鶴町のように人
口減少フェーズに入っている市町の、
事業運営維持も大きな課題になって
います。さらにもう一点は、頼れる身
寄りのない高齢者への対応です。成
年後見制度の見直しや新たな第二種
社会福祉事業の創設は、家族依存型
モデルからの転換を意味します。
　人口減少社会においては、私も人
材確保および育成（特に中核人材育
成）、防災についてもＤＷＡＴの体制
整備および平時からの自治の重要性、
地域ごとの体制整備について意見を
申し述べてまいりました。中でも、人
材確保については、同部会で、私は
本報告書の承認際に、以下のような
発言をしました。
　「現場で奮闘している介護福祉士や
社会福祉士が安心して働けるような、
頑張りが報われるような仕組みが必
須であり、今後さらに、要医療者、要
介護者が増えてくることは明らかであ

（福）小田原福祉会 理事、特別養護老人ホーム潤生園 施設長　 井口健一郎
希望ある地域福祉のグランドデザインを

（グラフ）
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近
年
、
犬
猫
の
多
頭
飼
育
問
題
が
社

会
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
動
物
を
飼
育
し
、
適
切
な
飼

育
管
理
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
犬
猫
の

状
態
の
悪
化
の
み
な
ら
ず
、
飼
い
主
の

生
活
状
況
や
周
辺
の
生
活
環
境
の
悪
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
環
境
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
多
頭
飼
育
問
題
を
起

こ
し
た
飼
い
主
の
53
・
５
％
が
経
済
的

に
困
窮
状
態
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

お
り
、
多
機
関
連
携
の
必
要
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
動
物
愛
護
管
理
部
局
（
３
政
令

市
お
よ
び
横
須
賀
市
を
除
く
県
域
を
所

管
。
以
下
同
じ
）
で
は
多
頭
飼
育
問
題

へ
の
対
応
と
し
て
、
多
機
関
連
携
で
の

見
守
り
や
無
償
で
の
避
妊
去
勢
手
術
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
探
知
し
た
時
点
で
は
飼
い

主
の
生
活
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
な
ど
、

手
遅
れ
で
あ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
多
頭
飼
育
問
題
の
早
期
探

知
・
未
然
防
止
が
で
き
る
よ
う
令
和
７

年
11
月
か
ら
ペ
ッ
ト
リ
エ
ゾ
ン
（
訪
問

型
動
物
相
談
支
援
員
）
と
い
う
新
た
な

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト

リ
エ
ゾ
ン
と
は
、
県
の
専
任
の
獣
医
師

で
、
福
祉
現
場
を
訪
問
し
、
利
用
者
の

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
困
り
ご
と
の
相
談
を

受
け
、
適
切
な
飼
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

取
り
組
み
概
要

　

福
祉
関
係
機
関
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
72
件
の
回
答
が
あ

り
、
利
用
者
の
ペ
ッ
ト
問
題
に
よ
り
支

援
に
支
障
が
生
じ
た
経
験
が
あ
る
福
祉

職
員
は
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

「
ペ
ッ
ト
が
い
る
た
め
に
入
院
を
た
め
ら

っ
て
い
る
」「
飼
育
費
用
が
生
活
費
を
圧

迫
し
て
い
る
」
な
ど
、
多
頭
飼
育
問
題

に
限
ら
ず
ペ
ッ
ト
に
係
る
問
題
が
生
じ

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

活
用
事
例
紹
介
・
今
後
の
展
望

　

支
援
者
が
利
用
者
宅
に
訪
問
す
る
都

度
、
ノ
ミ
に
咬
ま
れ
て
困
っ
て
い
る
と

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

支
援
者
に
ノ
ミ
除
け
の
方
法
を
助
言

す
る
と
と
も
に
、ペ
ッ
ト
リ
エ
ゾ
ン
が
利

用
者
宅
に
同
行
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
ノ

ミ
は
室
内
と
屋
外
を
自
由
に
行
き
来
す

る
飼
い
猫
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
と

推
定
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
の
飼
い
主
と

飼
い
猫
の
今
後
に
つ
い
て
話
を
す
る
中

で
、
信
頼
関
係
の
あ
る
民
生
委
員
に
飼

い
猫
を
預
け
る
こ
と
を
了
承
し
て
も
ら

い
、
猫
が
い
な
く
な
っ
た
室
内
の
害
虫

駆
除
を
す
る
こ
と
で
解
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
事
例
で
は
、「
利
用
者
の

犬
の
飼
い
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
支
援
者
か
ら
の
相
談
を

受
け
て
、
利
用
者
宅
に
同
行
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
の
犬
は
皮
膚
の
状
態
が
悪
い

も
の
の
、
犬
の
加
齢
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
り
、
飼
い
方
に
問
題
は
な
い
旨
を

伝
え
た
と
こ
ろ
、
支
援
者
お
よ
び
飼
い

主
の
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
解
決
で
き
な
か
っ
た
事
例
と

し
て
、「
利
用
者
の
飼
い
犬
が
急
病
と

な
っ
た
た
め
、
無
償
で
獣
医
療
を
す
ぐ

に
受
け
ら
れ
な
い
か
」
と
い
う
相
談
や
、

「
利
用
者
が
緊
急
入
院
す
る
こ
と
に
な

り
、
無
償
で
の
ペ
ッ
ト
の
預
か
り
先
を

す
ぐ
に
探
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
問
題
の
相
談
窓
口
の
ニ
ー
ズ

を
感
じ
る
一
方
、
金
銭
的
な
援
助
や
緊

急
対
応
は
橋
渡
し
先
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
ら
な
い
た
め
に

も
、
前
も
っ
て
預
け
先
の
確
保
や
ペ
ッ

ト
保
険
へ
の
加
入
な
ど
の
準
備
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
福

祉
関
係
機
関
の
皆
様
と
、
問
題
が
発
生

す
る
前
の
平
時
か
ら
情
報
を
共
有
し
て

も
ら
え
る
関
係
性
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
っ

て
い
る
利
用
者
を
支
援
す
る
福
祉
関
係

機
関
の
職
員
の
方
は
是
非
一
度
ペ
ッ
ト

リ
エ
ゾ
ン
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
県
生
活
衛
生
課
動
物
愛
護
グ
ル
ー
プ
）

ペットリエゾンの
取り組みから見える、
現場の課題と
活用の可能性

NEWS & TOPICS

利用者のペット問題のチェックリスト

□犬か猫が２頭以上いる
□オスかメスか分からない
□不妊・去勢手術をしていない
□犬や猫を放し飼いにしている
□�犬や猫を動物病院に�
連れて行ったことがない
□�犬や猫が清潔でない、強いにおいがする
□家の中や周辺が散らかっている
□�犬や猫の世話等について�
相談できる人がいない
□犬や猫の世話が大変

チェックが２つ以上当てはまる
（チェック項目になく判断に悩む場合含む）

➡��ペットリエゾンに�
早期に相談をお願いします

①
緊
急
性
の
な
い
も
の

②
緊
急
性
の
あ
る
も
の

□10頭以上の動物がいる
□�極端にやせた動物や、�
ふらつきのある動物がいる
□動物の死体・骨がある
□動物の排泄物が大量に放置されている

チェックが１つでも当てはまる
➡�保健福祉事務所に�
早期に相談をお願いします
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推進の柱Ⅰ　地域での支えあいの推進
●「包括的支援体制及び重層的支援体制構築支援事業」
などの事業により、多様な主体とともに市町村域にお
ける包括的な支援体制づくりを進めます。
●社協に特化した「採用情報・魅力発信ポータルサイ
ト」を運営し、社協の仕事の魅力発信や、学生等への
採用情報の配信等を通して、県全体で学生等を受け止
める体制を構築し、社協人材の計画的、安定的な採用
を促進します。
●民生委員活動のやりがいや魅力、仕事や子育て、介
護をしながら活動していくための工夫等を発信します。
●親族に頼れないなどの身寄りのない人が、最期まで
尊厳を持って地域で暮らせるよう、市町村社協と協働
し、身元保証や終活支援を進めます。併せて、身寄り
のない高齢者等を支援対象に加える「日常生活自立支
援事業の拡充・発展」（国の制度改正）への対応を進め
るとともに、試行的事業の実施や相談支援体制の整備
（市町村社協職員への研修等）に取り組みます。
●生活福祉資金貸付制度によるコロナ特例貸付の借受
世帯に対し、マイページやSMS等の多様なアプロー
チ手法を活用しながら、市町村社協と協働してフォ
ローアップ支援を進めるなど、生活再建に向けた活動
を行います。
●市町村社協（災害ボランティアセンター）、神奈川
DWAT等が連携した支援体制に向けて常設型災害福
祉の推進機関「かながわ災害福祉支援センター（仮
称）」の設置に向けた準備を行います。
●災害時のボランティア活動の環境整備に向けて、市
町村社協部会において市町村社協災害ボランティアセ
ンター等の災害支援業務にかかる必要備品の一部を整
備します。

推進の柱Ⅱ　福祉サービスの充実
●経営支援事業や各種会議・研修会等を通して、社会
福祉法人等の経営基盤の強化を図ります。
●障害者グループホームの質向上に向けた第三者評価
の受審促進を図るため、障害者グループホームを対象
に説明会を実施します。
●福祉サービス事業者の苦情解決体制整備の状況につ
いて調査を実施し、調査結果を、事業所が利用者の苦
情に適切に対応できるよう、助言、支援に活用します。
推進の柱Ⅲ　福祉人材の確保・育成・定着の推進
●経営者部会・施設部会と福祉人材センターの連携に
より、人材確保に関する好事例などの情報発信を行い、
福祉人材の確保を図ります。
●就職相談会などの求職者と求人事業者が直接出会う
多様な機会を作り、適切なマッチングにつなげます。
●介護職の負担軽減など、働く環境整備と併せて、介
護助手の普及に関する活動を行います。
●セカンドキャリアなど、より多くの人が福祉の仕事
に就くことを考えることができるよう、福祉の仕事の
理解促進に取り組みます。
●かながわ保育士・保育所支援センターでは、保育士
の仕事の魅力を社会に発信し、求職者が保育に興味を
持ったきっかけや就職に向かう動機に寄り添った就労
支援を行います。
●福祉人材の専門性の向上にむけて、法人・事業所と
の連携を図り、研修体系の整備や職員育成・支援の仕
組みが強化されるための研修に取り組みます。
推進の柱Ⅳ　県社協活動基盤の充実
●各部会・協議会・連絡会の活動や政策提言活動を通
じて把握した社会的孤立などの地域福祉の課題に対し
て、課題解決に向けた活動を進めます。

令和８年度総合資金収支予算書【収入総額】
� （自）令和８年４月１日（至）令和９年３月３１日　（単位：千円）

会計及び事業区分、拠点区分 当初予算額 前年度予算額 増　減
総合計 9,136,116 11,044,627 △1,908,511

１一般会計 4,430,384 4,928,903 △498,519
（１）社会福祉事業区分 3,864,244 4,313,693 △449,449

社会福祉事業拠点区分 3,864,244 4,313,693 △449,449
（２）公益事業区分 484,961 533,716 △48,755

公益事業拠点区分 484,961 533,716 △48,755
（３）収益事業区分 81,179 81,494 △315

収益事業拠点区分 81,179 81,494 △315
２生活福祉資金会計 4,705,732 6,115,724 △1,409,992
生活福祉資金特別会計 2,848,222 4,086,393 △1,238,171
県単生活福祉資金特別会計 435 435 0
生活福祉資金貸付事務費特別会計 1,768,729 1,939,571 △170,842
要保護世帯向け不動産担保型生活資金特別会計 88,002 88,002 0
臨時特例つなぎ資金特別会計 344 1,323 △979

令和８年度は、「神奈川県社会福祉協議会活動推進計画
（令和６年度から令和10年度）」の３カ年目として、推進
の柱に基づき次の活動に取り組みます。

令和８年度県社協事業の
主な取り組み

事業計画
詳細は
こちら▼
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〈SJ25-09878より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和８年度
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生
活
保
護
は
、
昼
間
に
大
学
に
通
う

学
生
は
使
え
な
い
。

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
あ
る
の
に
、
支
援
制
度
が

な
い
」。

　

保
健
室
の
先
生
だ
っ
た
か
ら
見
え
た

こ
の
現
実
が
、
私
を
突
き
動
か
し
ま
し

た
。

　

選
択
肢
も
依
存
先
も
、
複
数
あ
る
方

が
い
い
。

　

そ
れ
な
の
に
、
な
い
。

　
「
な
い
な
ら
、
つ
く
る
し
か
な
い
。」

　

２
０
２
０
年
12
月
、
公
益
社
団
法
人

ア
マ
ヤ
ド
リ
は
神
奈
川
県
三
浦
半
島
エ

リ
ア
で
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

名
前
の
由
来
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
の

も
の
で
す
。

　
「
人
生
の
雨
に
、
ア
マ
ヤ
ド
リ
を
。」

　

雨
が
降
る
よ
う
に
、
人
生
に
は
つ
ら

い
こ
と
が
起
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
一
時
、
雨
を
し
の
ぐ

場
所
と
、
共
に
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
。

　

空
模
様
は
選
べ
な
く
て
も
、
生
き
方

は
自
分
で
選
ん
で
い
け
る
。
そ
う
信
じ

て
。

　

若
者
の
住
ま
い
と
な
る
物
件
の
確
保

に
は
、
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
「
家
族
を
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
若

者
の
た
め
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
借
り
た

い
」
と
相
談
す
る
と
、
多
く
の
大
家
さ

ん
に
断
ら
れ
続
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、心
あ
る
大
家
さ
ん
と
の
ご

縁
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
事
情
を
し
っ
か

り
話
す
と
、
理
解
し
て
く
だ
さ
り
、
５

年
以
上
経
っ
た
今
も
、
あ
た
た
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
家
さ
ん
の
ご
理
解
と
応
援
に
ど
れ

ほ
ど
力
を
い
た
だ
い
た
か
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。

　

活
動
の
土
台
は
、
制
度
よ
り
も
先
に
、

人
の
温
か
さ
と
ご
縁
で
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

単
身
の
女
性
専
用
の
サ
ポ
ー
ト

付
き
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

　

現
在
「
ア
マ
ヤ
ド
リ
の
お
う
ち
」
は

横
須
賀
市
内
に
２
軒
あ
り
ま
す
。
定
員

は
そ
れ
ぞ
れ
３
名
、
合
計
６
名
の
方
を

保
護
で
き
ま
す
。

　

概
ね
３
カ
月
ま
で
利
用
で
き
、
そ
の

後
、
希
望
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
１
年
利
用

可
能
で
す
。（
学
生
の
方
は
卒
業
ま
で
利

用
可
）

　

初
期
費
用
も
保
証
人
も
不
要
で
、
家

具
・
家
電
・
食
料
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

設
立
か
ら
今
日
ま
で
、
の
べ
40
名
以
上

が
こ
こ
か
ら
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏
頃
に
は
、
男

性
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
付
き
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　

当
団
体
の
住
居
は
あ
く
ま
で
も
選
択

肢
の
一
つ
で
す
。
神
奈
川
県
認
定
の
居

住
支
援
法
人
と
し
て
、
複
数
の
選
択
肢

を
提
示
し
、
住
ま
い
を
失
う
リ
ス
ク
の

あ
る
若
者
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

日
中
の
通
所
施
設

　

昨
年
９
月
に
は
神
奈
川
県
の
委
託
事

業
と
し
て
、
15
歳
か
ら
29
歳
の
女
性
が

通
え
る
日
中
の
居
場
所
「
ア
マ
ヤ
ド
リ

ス
タ
ジ
オ
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。（
週
４

日
開
所
）

相
談
・
同
行
サ
ポ
ー
ト

　

相
談
は
、
メ
ー
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対

面
で
受
け
付
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の

べ
１
万
件
以
上
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

役
所
や
病
院
、
学
校
へ
の
同
行
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
を
き

っ
か
け
に
連
絡
を
く
れ
る
子
も
い
れ
ば
、

学
校
・
行
政
・
医
療
機
関
か
ら
つ
な
い

で
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
入
口
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
「
話
し

か
け
て
も
ら
え
る
関
係
」
を
つ
く
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
あ
な
た
の
こ
と

は
分
か
っ
て
い
る
」
と
こ
ち
ら
が
決
め

つ
け
た
瞬
間
に
、
伴
走
は
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
「
聴
く
こ
と
が
す

べ
て
の
出
発
点
」
だ
と
私
た
ち
は
考
え

て
い
ま
す
。

「
な
い
な
ら
、
つ
く
る
。」�

　
18
歳
の
先
に
、
居
場
所
を
。

�

（
公
社
）ア
マ
ヤ
ド
リ
　
代
表
理
事
　
菊
池
操

　

始
ま
り
は
、
一
通
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
し
た
。

　

高
校
の
保
健
室
で
養
護
教
諭

を
し
て
い
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
あ

る
日
。

　

か
つ
て
の
卒
業
生
を
は
じ
め
、

多
く
の
若
者
か
ら
次
々
と
Ｓ
Ｏ

Ｓ
が
届
き
ま
し
た
。

　
「
家
を
追
い
出
さ
れ
た
」「
殴

ら
れ
て
、
逃
げ
て
き
た
」「
性
的
虐
待
を

受
け
て
い
て
、
家
を
出
た
い
」

　

一
緒
に
相
談
先
を
探
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
ど
こ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

理
由
は
た
だ
ひ
と
つ
―
18
歳
を
超
え

た
「
成
人
」
だ
っ
た
か
ら
。

　

法
律
上
「
成
人
」
に
な
る
と
、
保
護

先
も
相
談
先
も
な
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
実
質
、
ま
だ
「
大
人
」
と
は
言
い
切

れ
な
い
、
自
立
の
準
備
段
階
に
あ
る
若

者
が
ほ
と
ん
ど
。

　

虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
で
家
族
を

頼
れ
な
い
方
た
ち
に
と
っ
て
、
18
歳
は

ま
る
で
崖
の
よ
う
な
境
界
線
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

児
童
相
談
所
は
18
歳
未
満
が
対
象
。

　

Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
は
携
帯
使
用
も
外

出
も
で
き
な
い
。
男
性
は
利
用
で
き
な
い
。

連載

子ども・若者の居場所
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大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
魔
法
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

長
年
背
負
っ
て
き
た
痛
み
や
苦
し
み

か
ら
一
瞬
で
解
放
さ
れ
る
奇
跡
は
そ
う

そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
さ
さ
や
か
な
選
択
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
螺
旋
階
段
を
登
る
よ

う
に
、
い
つ
の
間
に
か
見
え
る
世
界
が

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
日
の
食
べ
る
も
の
を
自
分
で
選
ぶ

こ
と
。
今
日
着
た
い
服
を
自
分
で
選
ぶ

こ
と
。「
こ
こ
に
い
た
い
」
と
声
に
出
し

て
み
る
こ
と
。「
明
日
、
ま
た
来
ま
す
」

と
つ
ぶ
や
く
こ
と
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
、
自
分
の
人
生
を
自
分
で
選
ん
で

い
く
力
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の

積
み
重
ね
の
そ
ば
に
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

連
携
先
は
、
行
政
や
福
祉
機
関
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
・
法
律
・
就
労
・
住
居
と
、
そ

の
方
の
状
況
に
合
わ
せ
て
つ
な
が
れ
る

先
を
一
緒
に
探
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

「
こ
の
方
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ

る
人
を
増
や
す
こ
と
」
で
す
。「
依
存
し

て
は
い
け
な
い
」
の
逆
で
、
む
し
ろ
依

存
先
を
複
数
も
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
複
数
の
人
や
機
関
と
信
頼
を
築

い
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
自
体
が
、
支
援

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
面
で
は
、
18
歳
と
い
う
年
齢

の
壁
が
今
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

10
代
後
半
か
ら
20
代
前
半
は
、
自
立

に
向
け
て
の
大
切
な
準
備
期
間
。

　

そ
の
時
期
に
安
心
で
き
る
環
境
が
な

け
れ
ば
、
20
代
後
半
、
30
代
に
な
っ
て

も
そ
の
影
響
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
を
変
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
」

だ
け
で
な
く
、「
何
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た

の
か
」。

　

必
要
な
も
の
が
ま
だ
な
い
な
ら
、
一

緒
に
つ
く
れ
ば
い
い
。
制
度
で
も
、
場

所
で
も
、
文
化
で
も
。

　

今
後
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
学
校
を
回

り
出
来
立
て
の
食
事
を
提
供
す
る
事
業

や
、
産
前
産
後
の
居
場
所
や
、
若
者
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
ユ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
さ
ら
に
多
様
な
場
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
い
も
の
は
つ
く
っ
て
、
あ
る
も
の

は
協
力
し
て
活
用
し
て
、
仲
間
を
増
や

し
て
、
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い
く
。
ア

マ
ヤ
ド
リ
し
た
時
間
が
、
い
つ
か
希
望

に
な
る
よ
う
に
。
希
望
の
循
環
を
、
社

会
全
体
へ
広
げ
て
い
き
ま
す
。

HP
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福祉タイムズ　2026.4.1511



寄附御礼
あり
がとう

ございました！
寄附の受付は

こちら➡
（かながわボランティアセンターHP）

（敬称省略）

No.893
（
2026.4.15発

行
）

福
祉
タ
イム
ス

「
福

祉
タ

イ
ム

ズ
」は

、赤
い

羽
根

共
同

募
金

の
 

配
分

を
受

け
て

発
行

し
て

い
ま

す

編
集

・
発

行
／

社
会

福
祉

法
人

神
奈

川
県

社
会

福
祉

協
議

会
 

〒
221-0825 横

浜
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神
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045-534-3866

印
刷

／
株
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会

社
神
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印
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所

●県社協への寄附／古積英太郎
●ともしび基金／（有）松山商会 いなり湯、茅ヶ崎支援
学校、古口玲斗、鶴見浴場組合

●交通遺児等援護基金／（株）エスホケン
●子ども福祉基金／脇隆志、(株)エスホケン

●寄附物品／（公財）報知社会福祉事業団 ●ライフサポート事業〈寄附物品〉／(N)セカンドハー
ベスト・ジャパン

福祉タイムズ
リニューアルのお知らせ

県社協X県社協HP

県社協
Instagram

かながわ福祉
人材センター
Instagram

News Info HP&SNS

神奈川トヨタ自動車（株）による児童福祉施
設への出張コンサートの実施に対し、令和8
年3月25日、黒澤宏康執行役員（左）に感謝
状を贈呈

（生協）ユーコープより県社協に寄附いただ
き、令和8年3月3日、渡邉敬弓理事（右）に
感謝状を贈呈

（一財）YAMANAKA未来財団より交通遺児
等援護基金に寄附をいただき、令和8年3月
2日、山中昌一理事長（右）に感謝状を贈呈

　2026年４月号（本紙）から一部
紙面構成やデザインをリニュー
アルし、全ページフルカラーで
お届けします。
　より見やすく、役に立つ紙面
を目指してまいりますので、今
後も福祉タイムズをよろしくお
願いいたします。

　県社協 SNS では、紙面
に載せきれなかった写真な
どを紹介しています。
　紙面と併せて、ぜひお楽
しみください！

新会員のご紹介
【第２種正会員連絡会】
（公社）横浜市福祉事業経営者会

�「ほっとステーション小田原」
受託者の変更
　足柄上郡・下郡（８町）の生活困
窮者自立相談支援事業に対応する

「ほっとステーション小田原」は、令
和８年４月１日より「ワーカーズコー
プ・センター事業団」が受託すること
となりました。
　連絡先の詳細は県HP
にてご確認ください。

匿名含め、合計9件98,642円

事務所・施設のセキュリティ対策
及び 対策は万全ですか？
個人情報などの大切なデータを安全に管理出来ていますか？
最新のサイバー攻撃を完全に防ぐことは難しく、侵入されることを想定したセキュリティ対
策が必要です。また、お手持ちの大切なデータを ヶ所で管理することは大変危険です。
クラウドのサービス等と連携し、バックアップをすることがとても重要です。弊社では実際に
訪問させて頂き、各社会福祉協議会様や福祉団体様でのノウハウを活かし、お客様に
最適なプランをご提案します！
お問合せ：東横システム株式会社 営業部 ： 担当：隼田 はやた

事務所・施設のセキュリティ対策
及び 対策は万全ですか？
個人情報などの大切なデータを安全に管理出来ていますか？
最新のサイバー攻撃を完全に防ぐことは難しく、侵入されることを想定したセキュリティ対
策が必要です。また、お手持ちの大切なデータを ヶ所で管理することは大変危険です。
クラウドのサービス等と連携し、バックアップをすることがとても重要です。弊社では実際に
訪問させて頂き、各社会福祉協議会様や福祉団体様でのノウハウを活かし、お客様に
最適なプランをご提案します！
お問合せ：東横システム株式会社 営業部 ： 担当：隼田 はやた

（広告）


